
JP 4070720 B2 2008.4.2

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のチャンネルから番組を有するチャンネルのサブセットを作成する方法であって、
　前記複数のチャンネルを受信するステップであって、前記複数のチャンネルが、番組を
有する少なくとも１つのチャンネルを含んでいる、前記複数のチャンネルを受信するステ
ップと、
　前記複数のチャンネルから所定の数のチャンネルの少なくとも一部を符号化して、前記
所定の数の各チャンネルについて、対応する符号化された信号を供給するステップであっ
て、前記対応する符号化された各信号がＩピクチャ（イントラ・ピクチャ）または非Ｉピ
クチャ（非イントラ・ピクチャ）からなるグループから選択された画像を含んでいるＭＰ
ＥＧビデオ信号である、前記符号化された信号を供給するステップと、
　前記対応する符号化された各信号を処理し、前記所定の数のチャンネルのうちで番組を
含んでいるチャンネルを決定し、番組を有するチャンネルのサブセットを供給するステッ
プと、
　前記チャンネルのサブセットをメモリ内に記憶するステップと、
から成り、
　前記対応する符号化された各信号の処理は、
　前記ＭＰＥＧビデオ信号における非Ｉピクチャのうちの少なくとも１つにおけるビット
数を計数するステップと、
　前記ＭＰＥＧビデオ信号における非Ｉピクチャのうちの少なくとも１つにおける動きベ
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クトルを分析するステップと、
　前記ＭＰＥＧビデオ信号におけるＩピクチャのうちの少なくとも１つの離散コサイン係
数を分析するステップと、
　番組を含まない複数のチャンネルのうちの１つまたはそれ以上からサンプル画像を得て
、前記サンプル画像からの情報をメモリに記憶し、前記サンプル画像からの記憶された情
報と前記ＭＰＥＧビデオ信号におけるＩピクチャのうちの少なくとも１つからの情報とを
比較するステップ、から成るグループから選択される少なくとも１つのステップと、
を含む、前記複数のチャンネルから番組を有するチャンネルのサブセットを作成する方法
。
【請求項２】
　前記サブセットのチャンネルにのみ対応するチャンネルを出力するステップを含む、請
求項１記載の複数のチャンネルから番組を有するチャンネルのサブセットを作成する方法
。
【請求項３】
　所定のチャンネルにおけるオーディオ信号の少なくとも一部を分析して、前記所定の数
のチャンネルのうちで番組を含んでいるチャンネルを決定するステップを含む、請求項１
記載の複数のチャンネルから番組を有するチャンネルのサブセットを作成する方法。
【請求項４】
　前記チャンネルのサブセットが、前記チャンネルのサブセット内のチャンネルを識別す
るための複数のチャンネル指標を含んでいる、請求項１記載の複数のチャンネルから番組
を有するチャンネルのサブセットを作成する方法。
【請求項５】
　複数のチャンネルから番組を有するチャンネルのチャンネル指標のサブセットを作成す
るシステムであって、
　前記複数のチャンネルを受信する受信機であって、前記複数のチャンネルが、番組を有
する少なくとも１つのチャンネルを含んでいる、前記複数のチャンネルを受信する前記受
信機と、
　ビデオ・プロセッサであって、前記複数のチャンネルから所定の数のチャンネルの少な
くとも一部を符号化し、所定の各チャンネルについて、対応する符号化された信号を供給
するようにプログラムされ、前記対応する符号化された各信号がＩピクチャ（イントラ・
ピクチャ）または非Ｉピクチャ（非イントラ・ピクチャ）から成るグループから選択され
る画像を含んでいるＭＰＥＧビデオ信号であり、且つ前記符号化された各信号を処理し、
前記所定の数のチャンネルのうちで番組を含んでいるチャンネルを決定し、チャンネル指
標のサブセットを供給するようにプログラムされる、前記ビデオ・プロセッサと、
　前記チャンネル指標のサブセットを記憶するメモリと、
から成り、
　前記対応する符号化された各信号の処理は、
　前記ＭＰＥＧビデオ信号における非Ｉピクチャのうちの少なくとも１つにおけるビット
数を計数するステップと、
　前記ＭＰＥＧビデオ信号における非Ｉピクチャのうちの少なくとも１つにおける動きベ
クトルを分析するステップと、
　前記ＭＰＥＧビデオ信号におけるＩピクチャのうちの少なくとも１つの離散コサイン係
数を分析するステップと、
　番組を含まない複数のチャンネルのうちの１つまたはそれ以上からサンプル画像を得て
、前記サンプル画像からの情報をメモリ内に記憶し、前記サンプル画像からの記憶された
情報と前記ＭＰＥＧビデオ信号におけるＩピクチャのうちの少なくとも１つからの情報と
を比較するステップ、から成るグループから選択される少なくとも１つのステップと、
を含む、前記複数のチャンネルから番組を有するチャンネルのチャンネル指標のサブセッ
トを作成するシステム。
【請求項６】
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　前記メモリ内に記憶されたチャンネル指標のサブセットにのみ対応するチャンネルを供
給する、請求項５記載の複数のチャンネルから番組を有するチャンネルのチャンネル指標
のサブセットを作成するシステム。
【請求項７】
　前記所定の数のチャンネルにおけるオーディオ信号の少なくとも一部を分析し、前記所
定の数のチャンネルにうちで、番組を含んでいるチャンネルを決定するためのオーディオ
検出回路を含む、請求項５記載の複数のチャンネルから番組を有するチャンネルのチャン
ネル指標のサブセットを作成するシステム。
【請求項８】
　前記ビデオ・プロセッサが、複数の各チャンネルの少なくとも一部を符号化し、前記複
数の各チャンネルについて、対応する符号化された信号を供給する、請求項５記載の複数
のチャンネルから番組を有するチャンネルのチャンネル指標のサブセットを作成するシス
テム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　一般に、本発明は、ビデオ・システムに関し、特に、視聴者に表示される多数のチャン
ネルを含むビデオ信号を受信するビデオ・システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　アナログ・ビデオ信号を受信する多くのテレビジョン受信機は、放送信号を実際に含ん
でいるチャンネルをメモリの中にプログラムすることができる。このようにして、テレビ
ジョン受信機は、放送信号を含まないチャンネルを自動的に飛ばすことができるので、チ
ャンネル・サーフィンに伴う遅延を排除することができる。このようなチャンネル飛ばし
ができるのは、従来のアナログ形式の信号を搬送しないチャンネルはランダム雑音（すな
わち、「スノー」）だけを含むからである。従って、テレビジョン受信機は、実際に信号
を搬送しているチャンネルと信号を搬送していないチャンネルとを素早く見分けることが
できる。
【０００３】
　しかしながら、多数の視聴者は現在、ディジタルの衛星／ケーブル・テレビジョン・シ
ステムのようなディジタル放送システム（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｓｙｓ
ｔｅｍ：ＤＢＳ）からビデオ信号を受信している。このようなシステムでは、一般に、プ
ログラミング（ｐｒｏｇｒａｍｍｉｎｇ：番組）のプロバイダは、ディジタルの衛星／ケ
ーブル放送を受信することができる受信ボックスを視聴者に供給する。受信ボックスは、
受信されたディジタル信号をアナログ信号に変換してから、その信号をテレビジョン受信
機またはＤＶＤレコーダのような記憶媒体装置に転送する。このディジタル信号は、とり
わけ、著作権保護の目的でアナログ信号に変換される。
【０００４】
　従来のアナログ信号とは対照的に、ディジタル放送の信号の各チャンネルは、複数のチ
ャンネルのうち番組を配信していないチャンネルもあるが、ビデオ信号を含んでいる。例
えば、衛星放送またはケーブル放送のようなディジタル放送の信号は、数十または数百の
チャンネルで送信される多種多様な番組を提供する。しかしながら、各視聴者は全てのプ
ログラミング(ｐｒｏｇｒａｍｍｉｎｇ：番組)チャンネルに加入する必要はない。しかし
ながら、視聴者が加入していないチャンネルについては、受信ボックスが通常出力するビ
デオ信号に静止画パターンが含まれ、それには、そのチャンネルを利用できないことに関
するメッセージが含まれている。この信号には、特定のチャンネルに加入するための説明
も含まれ、日付および時間の表示も含まれている。
【０００５】
　ＤＢＳシステムから出力されるチャンネルには、番組を含んでいないチャンネルもビデ
オ信号を含んでいるので、テレビジョン受信機または記憶媒体装置は、番組を含んでいる
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チャンネルと含んでいないチャンネルとを見分けることができない。その結果、視聴者は
所望の番組を見つけるために、このような「空白の」チャンネルをスクロール（ｓｃｒｏ
ｌｌ）しなければならず、これらのチャンネルを機械的に飛ばすことができない。視聴者
は番組のプロバイダが供給する相当な数のチャンネルの加入者ではないかも知れないので
、これらの空白チャンネルをスクロールすると、かなりの遅延を生じる。従って、番組を
含んでいないチャンネルのブラウジングによる遅延を排除するために、チャンネルを自動
的に走査するシステムおよび方法が必要とされる。
【発明の開示】
【０００６】
（発明の概要）
　本発明は、複数のチャンネルから、番組を有するチャンネルのサブセット（ｓｕｂｓｅ
ｔ：部分集合）を作成する方法に関する。この方法は、番組を有する少なくとも１つのチ
ャンネルを含む複数のチャンネルを受信するステップと、前記複数のチャンネルから所定
の数のチャンネルの少なくとも一部を符号化し、前記所定の数のチャンネルの各々につい
て、対応する符号化された信号を供給するステップであって、前記対応する符号化された
各信号がＩピクチャ（イントラ・ピクチャ）または非Ｉピクチャ（非イントラ・ピクチャ
）からなるグループから選択された画像を含んでいるＭＰＥＧビデオ信号である、前記符
号化された信号を供給するステップと、前記対応する符号化された各信号を処理して、前
記所定の数のチャンネルのうち番組を含んでいるチャンネルを決定して、番組を有するチ
ャンネルのサブセットを供給するステップと、前記チャンネルのサブセットをメモリに記
憶するステップとから成り、前記対応する符号化された各信号の処理は、前記ＭＰＥＧビ
デオ信号における非Ｉピクチャのうちの少なくとも１つにおけるビット数を計数するステ
ップ、前記ＭＰＥＧビデオ信号における非Ｉピクチャのうちの少なくとも１つにおける動
きベクトルを分析するステップ、前記ＭＰＥＧビデオ信号におけるＩピクチャのうちの少
なくとも１つの離散コサイン係数を分析するステップ、及び番組を含まない複数のチャン
ネルのうちの１つまたはそれ以上からサンプル画像を得て、前記サンプル画像からの情報
をメモリに記憶し、前記サンプル画像からの記憶された情報と前記ＭＰＥＧビデオ信号に
おけるＩピクチャのうちの少なくとも１つからの情報とを比較するステップ、から成るグ
ループから選択される少なくとも１つのステップを含む。本発明の方法は更に、このサブ
セットのチャンネルにだけ対応するチャンネルを出力するステップを含んでいる。１つの
構成例において、この方法は、所定のチャンネルにおけるオーディオ信号の少なくとも一
部を分析して、所定の数のチャンネルのうちで番組を含んでいるチャンネルを決定するス
テップを含んでいる。また、チャンネルのサブセットは、前記チャンネルのサブセット内
のチャンネルを識別するための複数のチャンネル指標を含んでいることがある。
【０００９】
　また、本発明は、複数のチャンネルから番組を有するチャンネルのチャンネル指標のサ
ブセットを作成するシステムに関するものであって、番組を有する少なくとも１つのチャ
ンネルを含んでいる、前記複数のチャンネルを受信する前記受信機と、前記複数のチャン
ネルから所定の数のチャンネルの少なくとも一部を符号化するようにプログラムされるビ
デオ・プロセッサであって、所定の各チャンネルについて対応する符号化された信号を供
給し、前記対応する符号化された各信号がＩピクチャ（イントラ・ピクチャ）または非Ｉ
ピクチャ（非イントラ・ピクチャ）から成るグループから選択される画像を含んでいるＭ
ＰＥＧビデオ信号であり、符号化された各信号を処理し、前記所定の数のチャンネルのう
ちで番組を含んでいるチャンネルを決定して、チャンネル指標のサブセットを供給する前
記ビデオ・プロセッサと、前記チャンネル指標のサブセットを記憶するメモリと、を具え
、前記対応する符号化された各信号の処理は、前記ＭＰＥＧビデオ信号における非Ｉピク
チャのうちの少なくとも１つにおけるビット数を計数するステップ、前記ＭＰＥＧビデオ
信号における非Ｉピクチャのうちの少なくとも１つにおける動きベクトルを分析するステ
ップ、前記ＭＰＥＧビデオ信号におけるＩピクチャのうちの少なくとも１つの離散コサイ
ン係数を分析するステップ、及び番組を含まない複数のチャンネルのうちの１つまたはそ
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れ以上からサンプル画像を得て、前記サンプル画像からの情報をメモリ内に記憶し、前記
サンプル画像からの記憶された情報と前記ＭＰＥＧビデオ信号におけるＩピクチャのうち
の少なくとも１つからの情報とを比較するステップ、から成るグループから選択される少
なくとも１つのステップを含む。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　本発明の構成に従って、種々の高度な動作上の特徴を実現するシステム１００を図１に
ブロック図で示す。しかしながら、本発明は、図１に示す特定のシステムに限定されず、
ビデオ信号を符号化することができる他の適当なシステムでも実施できる。システム１０
０は、受信機またはセットトップ・ボックス１１２、記憶媒体装置１１４、および表示装
置１２２を含んでいる。記憶媒体装置１１４は、エンコーダ１１６、メモリ１１８、マイ
クロプロセッサ１２０、およびオーディオ検出回路１２４を含んでいる。エンコーダ１１
６とマイクロプロセッサ１２０は集合的にビデオ・プロセッサ１２１と呼ぶこともできる
。エンコーダ１１６とメモリ１１８とオーディオ検出回路１２４の動作をマイクロプロセ
ッサ１２０に制御させるために、制御およびデータ・インタフェースを具えることもでき
る。これに代る別の構成において、表示装置１２２は、エンコーダ１１６、メモリ１１８
、マイクロプロセッサ１２０およびオーディオ検出回路１２４を具えることができ、それ
によって、記憶媒体装置１１４を使用しないようにすることもできる。
【００１１】
　図１に示すように、セットトップ・ボックス１１２は、１つまたはそれ以上の放送チャ
ンネルを含む衛星送信またはケーブル送信のような、ディジタル放送の信号を受信するこ
とができる。一般に、セットトップ・ボックス１１２は、ディジタル信号をアナログ信号
に変換し、このアナログ信号を記憶媒体装置１１４に転送する（システム１００が記憶媒
体装置１１４を含んでいる場合には）。記憶媒体装置１１４は次に、この信号を表示装置
１２２に送る。表示装置１２２は、アナログまたはディジタルのテレビジョン受信機のよ
うな、ディジタル放送の信号の中に入っているマルチメディア・データを表示するのに適
当な装置である。
【００１２】
　前述したように、これらのチャンネルのうちで、放送信号を有していても、プログラミ
ング（番組）を含んでいないチャンネルも多数ある。明確にするために、このような非番
組チャンネルから得られる表示を静止画パターンと称す。非番組チャンネルのブラウジン
グ（ｂｒｏｗｓｉｎｇ）に伴う遅延を排除するために、記憶媒体装置１１４はこれらのチ
ャンネルのうちの１つまたはそれ以上を処理して、入来するチャンネルのうちでどのチャ
ンネルが番組を含んでいるかを決定することができる。１つの構成例において、エンコー
ダ１１４は、入来チャンネルのうちの１つまたはそれ以上の一部を符号化することができ
る。従って、これらのチャンネルの１つまたはそれ以上について符号化された信号を形成
することができる。マイクロプロセッサ１２０は次に、どのチャンネルが実際に番組を含
んでいるか、そしてどのチャンネルが静止画パターンを含んでいるかを決定するために、
符号化されたこれらの信号のうちの１つまたはそれ以上の符号化信号の一部を処理するこ
とができる。マイクロプロセッサ１２０が、或るチャンネルが番組を含んでいることを決
定すると、そのチャンネルの番号またはチャンネル指標がメモリ１１８内に記憶され、表
示装置１２２によりアクセスすることができる。また、オーディオ検出回路１２４は、或
る特定のチャンネルにオーディオが存在しているかどうかを決定することができる。一般
に、番組を含んでいないチャンネルは、オーディオ信号を搬送していないので、オーディ
オを検出することにより、システム１００の精度を改善することができる。これに代る別
の構成例では、オーディオ検出回路１２４はそれ自体によって、或るチャンネルが番組を
含んでいるかどうかを決定することができる。
【００１３】
　番組を有するチャンネルをメモリ１１８内に記憶することができるので、表示装置１２
２は、これらのチャンネルだけを表示することができ、番組を有しないチャンネルを自動
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的に飛ばすことができる。この受信し、符号化し、処理し、そして１つまたはそれ以上の
ディジタル放送のチャンネルをメモリ内に記憶する、という処理過程を以下に更に詳しく
説明する。
【００１４】
　マイクロプロセッサ１２０により実行される従来のオペレーションのために、適当なソ
フトウェアまたはファームウェアをメモリ内に具えることができる。更に、本発明の構成
に従って、プログラミング（番組）チャンネルのサブセット（ｓｕｂｓｅｔ）を作成する
ためのプログラム・ルーチンを、マイクロプロセッサ１２０用のメモリ内に具えることが
できる。１つの構成例において、マイクロプロセッサ１２０および本発明のシステム１０
０の他の関連する構成要素は、１つまたはそれ以上のディジタル放送のチャンネルを受信
し、符号化し、処理して、メモリ内に記憶するために必要なステップを自動的に実行する
ようにプログラムすることができる。また、どのディジタル放送のチャンネルが実際にプ
ログラミング（番組）を含んでいるかを決定するために、適当なハードウェア・コンポー
ネントまたはソフトウェア・プログラムにマイクロプロセッサ１２０の代わりに制御用Ｃ
ＰＵまたはコントローラがなり得ることは、当業者には理解できるであろう。
【００１５】
　プログラミング・チャンネルのサブセットの作成：本発明の構成によれば、複数のチャ
ンネルからプログラミング（番組）を有するチャンネルのサブセットを作成することがで
き、それによって、ビデオ・システムは番組を含まないチャンネルを自動的に飛ばすこと
ができる。「チャンネルのサブセット」は、番組を含んでいるチャンネルを表すチャンネ
ル番号またはチャンネル指標のサブセット（ｓｕｂｓｅｔ：部分集合）を意味する。複数
のチャンネルが受信され、そのうちで１つまたはそれ以上のチャンネルは実際に番組を含
んでいる。これらのチャンネルのうちで所定の数の一部は、Ｉ画像（ｉｎｔｒａ　ｐｉｃ
ｔｕｒｅ）または非Ｉ画像　(ｎｏｎ‐ｉｎｔｒａ　ｐｉｃｔｕｒｅ)　に符号化され、こ
れらのＩ画像と非Ｉ画像を処理して、これらの所定の数のチャンネルのうち、どのチャン
ネルが番組を含んでいるかを決定して、番組チャンネルのサブセットを供給することがで
きる。この番組チャンネルのサブセットは次に、メモリ内に記憶され、それによって、表
示装置は、番組を含んでいるチャンネルのみを表示することができる。
【００１６】
　図２は、番組を有するチャンネルのサブセットを作成し、それによって、番組を有しな
いチャンネルを自動的に飛ばすことができる１つの方法を例示するフローチャート２００
である。番組には、ビデオ、オーディオまたはその組み合せが含まれる。ステップ２１０
で、複数のチャンネルを受信することができる。１つの構成例において、これらのチャン
ネルは、ケーブルまたは衛星放送のような、ディジタル放送の信号のチャンネルである。
しかしながら、本発明は、これに限定されず、放送信号を搬送する複数のチャンネル（そ
のうち１つまたはそれ以上のチャンネルは番組を配信しない）を含んでいる他の信号も受
信することができる。
【００１７】
　ステップ２１２で、これら複数のチャンネルのうち所定の数のチャンネルの一部を符号
化し、この所定の数の各チャンネルについて、対応する符号化された信号を供給すること
ができる。これら複数のチャンネルのうちの任意の数のチャンネル（複数の全てのチャン
ネルを含む）でも符号化することができる。１つの構成例において、所定の数の各チャン
ネルの一部をＩ（ｉｎｔｒａ）画像または非Ｉ（ｎｏｎ‐ｉｎｔｒａ）画像のようなＭＰ
ＥＧ形式の画像に符号化することによって、符号化のステップを実行することができる。
非Ｉ画像には、Ｐ（予測）画像（ｐｒｅｄｉｃｔｉｖｅ　ｐｉｃｔｕｒｅ）あるいはＢ（
双方向予測）画像（ｂｉ‐ｄｉｒｅｃｔｉｏｎａｌ　ｐｒｅｄｉｃｔｉｖｅ　ｐｉｃｔｕ
ｒｅ）が含まれる。符号化された信号は、Ｉ画像または非Ｉ画像を任意の数でも含むこと
ができる。事実、符号化された信号は、単一のＩ画像、単一のＩ画像と単一の非Ｉ画像、
または幾つかのＩマクロブロックを含むＰ画像のような単一の非Ｉ画像に限定される。し
かしながら、以下に説明するように、本発明の精度は、符号化された各信号について、符
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号化された画像の数が増加するにつれて改善される。
【００１８】
　ステップ２１４で、符号化された各信号を処理して、所定の数のチャンネルのうちどの
チャンネルが番組を含んでいるかを決定する。番組を含んでいるチャンネルと含んでいな
いチャンネルとが見分けられると、番組を有するチャンネルのサブセットを作成すること
ができる。１つの構成例で、符号化ステップで作成された画像を処理して、画像が符号化
されたチャンネルに番組が含まれているかどうかを確かめる。
【００１９】
　一例として、非Ｉ画像が符号化された信号に１つまたはそれ以上含まれていれば、これ
らの非Ｉ画像におけるビット数を計数することができる。そのビット数が、典型的な非Ｉ
画像より、例えば２０％少なければ、その符号化された信号は番組を配信していないディ
ジタル放送の信号である可能性が高い。このように決定できるのは、この形式の信号から
の非Ｉ画像は符号化された情報をほんの僅かしか含んでいないからであり、その信号表示
は、ほとんど変動しない。しかしながら、本発明は、上述した特定の例に限定されず、非
Ｉ画像が、非番組チャンネル（ｎｏｎ‐ｐｒｏｇｒａｍｍｉｎｇ　ｃｈａｎｎｅｌ：番組
を含まないチャンネル）からのものであるかどうかを確かめるために、他のしきい値（ｔ
ｈｒｅｓｈｏｌｄｓ）を使用することもできる。
【００２０】
　別の構成例では、符号化された信号において、１つまたはそれ以上の非Ｉ（ｎｏｎ‐ｉ
ｎｔｒａ）画像における動きベクトルを分析して、或る特定の信号が静止画パターンを含
んでいるかどうかを決定することができる。もし、全ての動きベクトルがゼロまたはゼロ
に近い値を有するならば、動きベクトルが測定されているその非Ｉ画像は、静止画パター
ンを搬送している信号からのものである可能性が高い。本発明の精度を高めるために、よ
り多数のこれらの非Ｉ画像を上に挙げた例に従って検査することができる。しかしながら
、本発明は、上記の例に限定されず、非Ｉ画像を処理する他の適当な手段を使用して、こ
れら複数のチャンネルのうちどのチャンネルが番組を含んでいるかを決定することができ
る。
【００２１】
　別の構成例では、符号化された各信号における１つまたはそれ以上のＩ画像を処理して
、静止画パターンを含んでいる信号を排除することができる。特に、各Ｉ画像における離
散コサイン変換（ＤＣＴ）係数を検査することができる、或るＩ画像における多数のマク
ロブロックにおいて、ＤＣＴ交流（ａｃ）係数がゼロまたは実質的にゼロであれば、その
Ｉ画像は、静止画パターンを搬送している符号化された信号からのものである可能性が高
い。別の構成例では、１つまたはそれ以上の非番組チャンネルからのサンプル画像中に含
まれている各マクロブロックについて、ＤＣＴ‐ａｃ係数値に関連する情報をメモリ内に
記憶することができる。その後、分析されているＩ画像中に含まれているマクロブロック
の全てまたは一部のＤＣＴ‐ａｃ係数を、メモリ内に記憶されたサンプル画像のＤＣＴ‐
ａｃ情報と比較することができる。分析されているＩ画像中に含まれているマクロブロッ
クのＤＣＴ‐ａｃ係数と、検査されている特定のチャンネルからのサンプル画像中に含ま
れているマクロブロックのＤＣＴ‐ａｃ係数との間に相関があれば、そのＩ画像は非番組
チャンネルからのものである可能性が高い。別の構成例では、１つまたはそれ以上の非番
組チャンネルからサンプル画像を取り出すことができ、これらのサンプル画像から得られ
る他の関連情報をメモリ内に記憶することができる。一例として、これらの各サンプル画
像におけるビット数を計数してメモリ内に記憶することができる。その後、分析されてい
るＩ画像からのビット数を計数して、対応するサンプル画像中に含まれるビット数と比較
することができる（対応するサンプル画像は、分析されているＩ画像の発生源であるチャ
ンネルから取り出されたサンプル画像である）。特定のＩ画像におけるビット数が、所定
のしきい値以内に、例えば、そのサンプル画像中に含まれているビット数の２０％以内に
あれば、そのＩ画像は番組を含んでいないチャンネルからのものである可能性が高い。本
発明は、この特定の例に限定されず、Ｉ画像が非番組チャンネルからのものであるかどう
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【００２２】
　非Ｉ画像と同様に、上記の例に従って、より多数のＩ画像を処理することにより、本発
明の精度が高められる。また、本発明は、これらの例に限定されず、Ｉ画像を処理する他
の適当な手段を使用して、複数のチャンネルのうちで番組を含んでいるのはどのチャンネ
ルかを確かめることもできる。更に、もし符号化された信号が、Ｉ画像と非Ｉ画像の両方
を含んでいるならば、上述した例または他の適当な手段に従って、１つまたはそれ以上の
Ｉ画像および非Ｉ画像を処理することができ、Ｉ画像と非Ｉ画像の両方を検査するこの処
理過程も本発明の精度を高める。
【００２３】
　ステップ２１４を続けて、番組を含むチャンネルが番組を含まないチャンネルから分離
されると、番組を含むチャンネルは合成されて、番組を含むチャンネルのサブセットを形
成する。ステップ２１６に示すように、このチャンネルのサブセットはメモリ内に記憶す
ることができる。１つの構成例では、チャンネルのサブセットは、１つまたはそれ以上の
チャンネル指標となり、メモリ内に記憶される。例えば、このチャンネル指標はチャンネ
ル番号となるか、または特定のチャンネルを識別するのに適当な手段となることが好まし
い。ステップ２１８で、これらのチャンネル指標が表示装置に供給される。表示装置は、
番組を含んでいるチャンネルのサブセットにアクセスできるので、表示装置は番組を配信
していないチャンネルを飛ばすことができ、それによって、これらの非番組チャンネルの
ブラウジングに関連する遅延を排除することができる。更に、１つまたはそれ以上のチャ
ンネルの状態が変化すると、例えば、以前に番組を配信していなかったチャンネルに番組
が付加されると、チャンネルのサブセットからチャンネルを追加（または削除）するため
に、このプロセスを再開させることができる。
【００２４】
　別の構成例において、複数のチャンネのうちの１つまたはそれ以上のオーディオを処理
して、どのチャンネルが番組を含んでいるか確かめることができる。一般に、番組を有し
ないチャンネルは、オーディオを搬送していない。従って、各チャンネルのオーディオ・
レベルを検査して、番組を有しないチャンネルを、番組を有するチャンネルから分離でき
る。各チャンネル内にあるオーディオ・レベルを検査するこのプロセスはもっぱら、番組
を有するチャンネルのサブセットの作成に使用することができ、あるいは、フローチャー
ト２００で述べたプロセスを補足するのに使用することができる。
【００２５】
　本発明は、本明細書で開示された実施例に関連して説明されたが、この説明は例示を目
的とするものであって、特許請求の範囲に記載の本発明の範囲を制限するものではない。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の構成に従って、プログラミング（番組）チャンネル指標のサブセットを
作成できるシステムのブロック図である。
【図２】本発明の構成に従って、プログラミング・チャンネル指標のサブセット作成の動
作を説明するフローチャートである。
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